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会 議 録 

会議名 令和 7年度第 4回在宅医療・介護連携推進協議会 広報啓発部会 

日 時 令和 8年 1月 16日（金）  13時 30分～14時 10分 

会 場 ＷＥＢ会議（グーグルミート） 

参加者     【部会長】吉嵜 太朗（吉﨑歯科医院） 

【副部会長】杉山郷美（福祉のニッカ介護相談室） 

【委 員】松村佐知子（采女の里デイサービスセンター） 

     増子未知可（みさと健和病院）柴田幸治（グレイト薬局） 

     紙谷 央（地域包括支援センターみずぬま） 

【サポートセンター/医師会事務局】藤井なほ美、川島幸道 

【市事務局】大友美彗、片山佳奈 

【会議録作成者】川島幸道 

検討課題 １．令和 7年度の評価、振り返り 

２．令和 8年度の方針について 

内 容 

 

 

１．スケジュール 

第 1回部会 令和 7年 6月 3日（火）13：30～14：30  WEB会議 

第 2回部会 令和 7年 7月 15日（火）13：30～14：30  WEB会議 

第 3回部会 令和 7年 9月 30日（火）13：00～14：30 

三郷市医師会館 2階会議室 

第 4回部会 令和 8年 1月 16日（金）13：30～14：10  WEB会議 

 

２．今年度の振返り 

・関東図書（株）に依頼 

「人生会議の絵本」啓発動画作成  

令和 7 年 9 月 30 日（火）：音声録音 

令和 7 年 11 月 14 日（金）：完成 

科 目  内 容 金額（円）税込 

人生会議の絵本動画作成 企画・構成・編集・収録・データ作成等 132,000 

 

・市民講座「在宅看取り」 

テーマ：在宅看取り 

日 時：令和 7 年 11 月 14 日（金）13：00～14：30 

会 場：鷹野文化センター 大会議室 AB 

当日資料２
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内 容：講演資料として「在宅看取りの絵本」読み聞かせ動画を 

上映（約 10 分）。 

読み聞かせ動画＋質疑応答、意見交換の講演会を行う。 

参加者募集方法：チラシの配布・中央地区の高齢者サロン等への 

声掛け 

・申込数：13 名（参加者 12 名） 

※参加人数集めに地域包括支援センターしんわ・みさと南、三郷市に 

ご協力頂きました。ありがとうございました。 

※今年度の活動と振り返りを話し合いました。 

 

【委員からの意見】 

・市民講座に参加して、市民からの質問等に絡めなかったところが 

あるのでもう少し勉強して、参加できるようにしたい。 

・人生会議の動画が無事作り終えてよかった。ナレーションがすごく 

よかった。市民講座の市民からの質問では看取りに限らず、介護の

事とか認知症で悩んでいる方が多かった。一人一人悩みを抱えてい

ることを知れた。アンケートでは「参考になった」が多かったので

内容は良かったのかなと思った。 

・動画は良いものができたと思う。専門職にとって介護等のことが 

当たり前になってしまっているが、市民の方が意外と基本的なこと

でも分からなかったりしていることを知ることができた。また、そ

ういった方が包括だけでなく、気軽に相談できる所がなかなか無い

現状なのかなと感じた。 

・市民講座の市民との質問のなかで、家族負担をどれだけ軽減できる 

かで、ショートステイとか地域包括ケア病床について知らなかった 

との意見もあったので周知できたら良いなと思った。 

・市民向けの講座の人数が少ないのかなと思ったが、この位の人数の 

ほうがそれぞれの聞きたいことが聞けて、良かったと思った。少し 

でも市民の方が自分の事として捉えるきっかけとして、定期的に 

行っている、こうした講座は良いと思うので次年度も続けて 

いければ良い。地域を変えていくやり方の方が色々な方が参加でき

るので良いと思う。 

・この 3 年間、動画作成と市民向け在宅見取り講座を続けているが、 

皆さんが慣れてきていてスムーズに行うことができた。 

講座参加人数が少ないことや動画の再生回数が少ないことは残念に 

感じる。動画や講座をより良くしたものをどう生かしてやって 
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いくか考えていかないといけない。 
 

３．令和 8年度の広報啓発部会活動方針について 

 ■令和 8年度の活動についての意見 

令和 8年第 1回三郷市在宅医療介護連携推進協議会において、 

令和 8年の活動方針を決定しますが、今委員会で、一案として 

令和 8年度の活動方針を検討しました。  

① 広報啓発部会の活動経緯 

１．令和 1年 介護ミニ講座 

（介護サービスの入り口（包括）をメインに市内 2か所で開催） 

介護の実践（コロナ感染予防の為、延期） 

２．令和 2年「介護の絵本」を作成 

３．令和 3年「人生会議の絵本」を作成 

４．令和 4年「在宅看取りの絵本」を作成 

５．令和 5年「在宅看取りの絵本」啓発動画の作成 

       在宅看取り市民講座（早稲田地区） 

６．令和 6年「介護の絵本」啓発動画の作成 

       在宅看取り市民講座（中央地区） 

７．令和 7年「人生会議の絵本」啓発動画の作成 

       在宅看取り市民講座（南地区） 

② 活動内容についての 1例 

＊市民向け、啓発集会、講座を開く。 

  市民講座 介護の絵本を利用した医療・介護の啓発 

       日常の療養 

 ＊三郷市在宅医療介護連携推進協議会の議題 

  日常の療養 市民へチラシを活用した訪問診療の普及啓発 

  人生ノートの周知 

  急変時の対応 

 

【委員からの意見】 

・地域ごとにもう一度看取り講座を行うという選択肢もあるが、 

訪問歯科があることを知らなかったとよく言われることがある 

ので、在宅サービスの周知啓発のために介護の入口を学ぶことは 

良いのではと感じている。ただ、協議会からこの課題をして欲しい 

ということであれば、検討する。次年度は動画作成がないので、 

動画周知について皆さんと検討していきたい。 

・人生会議や介護の絵本講座を行うと、看取り講座のやり方を踏襲 
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できる。人生のノートの活用となると人生会議、介護の入口なら 

介護の絵本かなと思う。 

・市民向けの講座を大きい会場でなく、20人位の小規模な講座を 

開きたい。市民の皆さんの素朴な率直な意見が聞けるような 

環境が良いと思う。 

・職場でも介護の事を知らなかったという方が多い。包括支援センタ 

ーを知らない方もいるので、介護の入口を啓発する必要があると 

感じる。 

・講座の中でエンディングノートを作成するのはどうか。何が必要か 

 本人も書いている内に分かるのではと思う。 

・アンケートのところに次何を講演してくれたら、参加したいと思い 

ますかを入れるのはどうか。市民の方が何を聞きたいか確認できれ 

ば参考にしやすい。 
 

結論 １． 振り返り 

① 「人生会議の絵本」の動画が完成し、分かりやすく市民が受け入

れやすい啓発物ができた。これで全 3冊「介護の絵本」「人生会

議の絵本」「在宅見取りの絵本」の動画作成が終了となった。 

②  市民向け講座について、参加人数は少ないがゆえに質問しやす

い環境だったため、市民と深い意見交換でき、充実した講座 

だった。今後も市民へ講座による在宅・医療介護啓発活動を 

継続する必要があり、講座内容がより充実するように研鑽、 

工夫していきたい。 
 

２． 令和 8年度活動方針について【案】 

・令和 8年度も年 1回の市民向け講座を行う。 

・以下の課題内容を検討する。 

① 三郷市の地区ごとに「介護の絵本」「人生会議」動画を利用し

た市民講座の開催（作成した動画の活用） 

② 人生ノート、訪問診療の周知啓発 

③ 三郷市在宅医療介護連携推進協議会からの課題検討 
 

次回検討課題 
令和 8年度の活動方針について 

次回開催日時 

・令和 8年度第 1回広報啓発部会 

令和 7年 6月 2日（火）13：30～ WEB会議 

予定。詳細は後日 MCS にて連絡する。 

 


